
新潟県立看護大学看護研究交流センター年報

IT促 進部会報告

県内情報発信 と公開をめざして

橋本明浩

新潟県立看護大学看護研究交流センター IT促 進部会

I.は じめに

看護研究 交流セ ンター(以 下セ ンター)お よび大学環境 を と りま く環境 は,急 速 に変化 してい

る.情 報公 開の流れ が主流 になってきている.本 セ ンター も情報の公 開 と発信 にたい して,

真摯 な態度 で取 り組む必要が ある と考 え られ る.他 方,情 報セ キュリ テ ィへ の十分 な配慮,

少人数 の管理体制 で永続的 な質 の高 い情報発信 を行 うこ とも求 め られ ている.

そ こで,MovableType4PublishingPlatformお よびDSPACEを 用いて,本 セ ンター の情

報公 開を行 う基礎 的準備が整 ってきたので,こ れ を報告す る.

Ⅱ.旧 来型 の情報発信 の実験か らの教訓

本セ ンター のIT部 会 の実験 と して,情 報公 開の大きな問題 となる判 明 した点 を列記す る.

旧来型 の情報発信 を改 善 した 自動 ホー ムペー ジ作成機 能 をもつ ホー ムペー ジ を作成 した(図

1,図2).
.

騨

図1旧 実験 中のホー ムペー ジ
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図2ホ ー ム ペ ー ジの ソー ス

具体 的には,図1の 表示 を行 うために図2の コー ドを書き,情 報発信す る側 にそ のフ ァイル

を設置す る.し か し,図2の ア ンダー ライ ン部分が,情 報更新 に伴 って変化す る場合 は,関

連す る部分 をすべ て書 き換 える必要 がある.す なわち 自動的 に 目次等 を作成す る機能が あっ

たにせ よ,以 下の困難 さが生 じる.

1.情 報発生 に もっ とも近 い担 当者 が,最 新 の情報 を的確 に発信す るこ とが最 も望 ま しいが,

すべ ての担 当者 が情報発信 に必要 なHTML形 式で記述す るのは困難

2.年 次 ごとに変更 され る情報 と相 互の参照 関係 の変化 に伴 う修 正が莫大 である.し たがっ

て高い技術 を持つ専任 の職員が必要 であるが,諸 般 の事情 で人員 の増 は困難.

そ こで,こ れ らの問題 に対処す るために,以 下の機能 を有す るシステ ムの導入が必要 不可

欠 である.

①CMS(ContentsManagementSystem)と 呼 ばれ る機 能

② ワー プ ロ感覚 でホー ムペー ジを作成す る機能
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Ⅲ.MTに よるホームペー ジ作成

MOVABLETYPE4,(以 下MT)は ホー ムペー ジを構成す る三つの要素,日 々の更新世,

ペー ジの構成,フ ァイルのすべ てを,ウ ェブブ ラウザか ら簡単に管理で きる機 能 を持つ.こ

れ は,平 成17年 度交流事業で導入 した ソフ トウェアである.こ れ を平成20年 度 に更新 し,

ホー ムペー ジを構成 した.以 下 にホー ムペー ジを作成す る時 に必要な2画 面 として,デ ザイ

ン選択画面 を図4,記 事記載画面 を図5に 示す.記 事記載 方法 は ワープ ロソフ ト同様 な操作

を行 い,保 存す る ことによ りホー ムペー ジが容易 に作成可能 とな る.

図3MTで 作成 した看護研究交流セ ンター のホー ムペー ジ(試 験)
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Ⅳ.デ ザ インの選択

図4デ ザイ ンの選択
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図5記 事記載画面

V.看 護研究 交流セ ンター 出版 ・研究成果 のイ ンターネ ッ ト公 開実験

実験的ではあるが,セ ンターか らの広報,研 究成果を公開す る仕組みの雛型 を作成 した(図6).

様 々な情報の入力画面は流れ作業で可能 となる(図7).
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図6情 報公開の仕組み(実験)
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図7研 究成果 ・広報物等 の入 力画 面

Ⅵ.む すび

簡 単ではあ るが,現 状の運用及び人員 を考慮 しつつ も,本 セ ンターが情報公 開にむ けて基

礎 的な運用実験 を行 ってい る ことを報告 した.

技術 的な調査段 階は,ほ ぼ終 了 した と考 え られ るので,予 算措置 を伴 う運用 を望み たい.
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